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スギ材を原材料とした木毛セメント板の開発を行うことを目的として、原材料であるスギ材の煮沸処理、

アルカリ処理が木毛セメント板のはく離強さ、曲げ強さにあたえる影響について検討を行った。スギ心材

の煮沸処理、アルカリ処理によるスギ木毛セメント板のはく離強さ、曲げ強さの向上を確認した。 

 

This report describes the effect of boiling treatment and alkali treatment of sugi wood wool on internal bonding 

strength and bending strength. The internal bonding strength and bending strength were improved by boiling 

treatment and alkali treatment of sugi wood wool. 

 

1. はじめに 

木毛セメント板は木材を細長いリボン状に削り

だした木毛にセメントと水とを混練、圧縮成形した

ボード状の建築材料である。 

防火性、吸音性、断熱性に優れ、主に建築物の屋

根下地または壁に用いられている１）。大正 12 年の関

東大震災の復興材料としてドイツより輸入されたの

ものが、日本国内における最初の使用事例である。

その後、昭和初期に国産化され、戦中・戦後を通じ

て主要な建材として広く使用されてきた２）。 

木毛セメント板製造事業所では、これまで地域の

マツ材を原材料として生産を行ってきたものの、現

在、マツ材資源は枯渇し、原材料調達が困難な状況

となってきている。 

そのため、木毛セメント板製造業界ではマツ材か

らスギ材への原材料転換がすすめられている状況に

ある。しかしながら、スギ材はセメントの硬化不良

を起こすため 3)、これまで、木毛セメント板の原材

料として使用されていない。 

セメントの硬化阻害を引き起こす硬化阻害樹種

の使用について、小木片を使用した木片セメント板

では超速硬セメント、硬化促進剤の使用、蒸気噴射

プレスの使用等が検討、報告されている 3)。また、

セメント硬化阻害樹種への対応策として原料木材の

アルカリ処理、温水処理等も有効と報告されている

4,5,6)。 

木毛セメント板の製造にあたっては、スギ材のセ

メント硬化不良の解消、製造技術の検討が必要であ

る。 

本研究では、現在使用されているマツ材に代えて、

スギ材を原材料とした木毛セメント板の開発を行

うことを目的とする。今回、原材料であるスギ材の

煮沸処理、アルカリ処理が木毛セメント板のはく離

強さ、曲げ強さにあたえる影響について検討を行っ

た。 

 

2. 試験方法 

2.1供試材料 

 鳥取県産スギ材から長さ 40cm、幅約４mm、厚み

約 0.5mm の木毛を製造し、試験に供した。セメント



 

 

は普通ポルトランドセメントを用いた。木毛は生産

工場の例にならい、長さ５cｍ程度に裁断した。 

なお、比較用にマツ材から作製した木毛について

も同様に試験を行った。 

試験に用いた供試材料を表１に示す。スギ材につ

いては、スギ辺材、心材の他、煮沸処理とアルカリ

処理を行った木毛を試験に供した。 

また、辺材と心材、辺材と煮沸処理心材、辺材と

アルカリ処理心材を重量比１：１で混合した木毛に

ついても試験を行った。 

煮沸処理は木毛を 30 分煮沸した後、水洗を行っ

た。アルカリ処理は１％NaOH 水溶液に 90 分浸漬し

た後、水洗を行った。 

 

表１ 供試材料 

 木  毛 

（１） マツ 

（２） スギ 辺材 

（３） スギ 心材 

（４） スギ 辺材、心材（重量比１：１） 

（５） スギ 煮沸処理心材 

（６） スギ 辺材、煮沸処理心材（重量比１：１） 

（７） スギ アルカリ処理心材 

（８） スギ 辺材、ｱﾙｶﾘ処理心材（重量比１：１） 

 

2.2 水和熱測定 

長さ１cm に裁断した木毛４ｇ（全乾重量）をセメ

ント 200ｇと水 100ｇとをポリプロピレン製ディス

ポーザブルカップ内で十分に混合した後、混合物の

水和熱を熱電対により測定した。測定中、ディスポ

ーザブルカップは発泡スチロール製断熱ケース内

に設置し、断熱ケースは室温 23℃の恒温室に設置し

た。 

また、比較のため木毛を混合しない、すなわちセ

メントと水のみを混合したセメントペーストにつ

いても測定を行った。 

2.3 ボードの製造と、はく離試験、曲げ試験 

配合比をセメント：木毛（全乾重量）：水＝6.0：

2.0：5.6 として、仕上寸法 200mm×200mm×15mm、

設計比重を 0.8 のボードの製造を行った。 

セメント、木毛及び水を十分に混合し、手撒きフ

ォーミングによりマット状にフォーミングした後、

コールドプレスにて１昼夜圧締した。なお、手撒き

フォーミング時には内寸法 200mm×200mmの枠（フ

ォーミングボックス）を用いた。 

解圧、取り出し後、実験室内にて長期間静置、養

生を行い、各試験に供した。 

ＪＩＳ A ５９０８ パーティクルボード に規

定の方法に準じて、はく離強さ試験、曲げ強さ試験

を行った。 

なお、曲げ試験片の寸法は、幅 20mm、長さ 150mm、

下部支点間距離は 140mm とした。はく離試験片の

寸法は、幅 50mm、長さ 50mm とした。 

試験片の厚みは製板、養生後の仕上がり寸法のま

ま、15mm とした。また、作製した試験片表面、断

面に関してボードの製板仕上がり、表面性状を目視

確認した。 

 

3. 試験結果 

3.1 水和熱測定 

セメントペースト、マツ混合物、スギ辺材混合物

は測定開始後 11 時間程度で水和熱がピークに達し、

その後、低下をみた。ピーク時の水和熱は約 40℃で

あった。 

それに対して、スギ心材混合物の水和熱のピーク

は、温度についてはセメントペースト、マツ混合物、

スギ辺材混合物と同程度であったものの、開始後 12

時間に現れた。温度ピーク発現の遅れは、水和反応

が緩やかに進んだことを示し、スギ心材中の成分が

セメント硬化の抑制、阻害を引き起こしたものと考

えられる。 

セメントペースト及び、スギ心材混合物、煮沸処

理心材混合物、アルカリ処理心材混合物の水和熱の

測定結果を図１に示す。 

セメントペーストに比較してスギ心材混合物で

は、水和熱がピークに達するのに遅れがみられた。



 

 

しかしながら、煮沸処理混合物、アルカリ処理混合

物では、その遅れはなくなり、処理によりセメント

硬化阻害が低減されたと思われる。 

 

図１ スギ混入セメントペーストの水和熱 

 

3.2 ボードの製板仕上がり 

 曲げ試験片の断面を図２に示す。 

スギ心材試験片は他の試験片に比較して厚みが

大きく、断面には、空隙が多くみられた。スギ心材

中のセメント硬化阻害成分が硬化不良を引き起こし、

セメントが木毛同士を結合させるバインダーとして

機能していなかったと思われる。 

 

 

図２ 曲げ試験片断面 

それに対して、他の試験片の断面には空隙はわず

かで、緻密な層状構造を呈し、セメントの硬化、製

板仕上がりが良好であることが観察された。 

 スギ心材は製造したボードより試験片を鋸断採取

する際にも、ボード状態を保てない性状であったの

で、以降のはく離試験、曲げ試験は見送った。 

 

3.3 はく離強さ、曲げ強さ 

はく離強さの結果を図３に示す。 

マツ、スギ辺材は約 0.15N/mm2 と同程度のはく離

強さを示したが、スギ心材は製板不良のため、試験

は実施できず、また、スギ心材と辺材の混合試料に

ついても、0.03 N/mm2と、心材によるセメント硬化

不良、はく離強さの低下が認められた。 

スギ煮沸心材、アルカリ処理心材のはく離強さは、

マツ、スギ辺材と同程度かそれ以上となり、処理に

よる硬化不良の解消、はく離強さの向上が確認でき

た。 

曲げ強さの結果を図４に示す。 

 

 

図３ 製造した木毛セメント板のはく離強さ 

 

 

図４ 製造した木毛セメント板の曲げ強さ 



 

 

スギ心材は製板不良のため、試験は実施できなか

った。スギ辺材および煮沸処理心材、アルカリ処理 

心材ともマツ材と同程度か、それ以上の曲げ強さ

を示した。 

 

4. おわりに 

マツ材に代えて、スギ材を原材料とした木毛セメ

ント板の開発を行うことを目的として、原材料であ

るスギ材の煮沸処理、アルカリ処理が木毛セメント

板のはく離強さ、曲げ強さにあたえる影響について

検討を行った。 

木毛を混合したセメントの硬化時に発生する水

和熱の測定により、スギ心材の煮沸処理、アルカリ

処理がセメントの硬化阻害を低減、抑制することを

確認した。 

また、煮沸処理、アルカリ処理したスギ心材木毛

を原材料として、木毛セメント板を製造したところ、

良好な製板仕上がりが得られ、はく離強さ、曲げ強

さが向上した。 

以上のことから、セメントの硬化阻害を引き起こ

すため、木毛セメント板の原材料として使用されて

いないスギ材について、煮沸処理、アルカリ処理に

よる硬化阻害抑制と、原材料利用の見通しを得た。 

今回は、木毛セメント板の原材料のうち、木毛に

ついて検討を行った。今後はセメントについて検討

を行うとともに、実際の製造現場への導入を考慮し

た処理条件等について検討を行っていく。 
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